
令和３年３月３１日現在

１　重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券・・・・・・償却原価法（定額法）によっている。

（２） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品・貯蔵品・・・・・・最終仕入原価法によっている。

（過年度は総平均法による原価法としていたが、記載誤りである。）

（３） 固定資産の減価償却の方法

建物・車両運搬具 ・什器備品・・・・・・定額法によっている。

無形固定資産の減価償却の方法

ソフトウェア・・・・・・法人内における利用可能期間（５年）に基づき定額法によっている。

（４） 引当金の計上基準

退職給付引当金・・・・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

賞与引当金・・・・・・職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を

　　　　　　　　　　　　計上している。

（５） リース取引の処理方法

・所有権移転外ファイナンスリース取引

　ア　有形リース資産の内容　職員貸与のノート型パーソナルコンピュータ６５台である。

　イ　リース資産の減価償却の方法  リース期間を耐用年数とし残存価額をゼロとする定額法によっている。

（６） 消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込方式によっている。

2　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

3　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

82,574,633 (65,574,633)

(10,000,000)

196,855,408

13,875,011

(             0) 196,855,408

196,855,408

196,855,408

（うち負債に対
応する額）

（うち指定正味財
産からの充当額）

(75,574,633)

289,430,041

(             0)

－

29,213,628

小　計 196,855,408

(             0)

小　計 92,574,633 (17,000,000)

合　計

(             0)

基本財産定期預金 10,000,000

(             0)

投資有価証券 82,615,471 82,574,633

基本財産

92,574,633

29,213,628 13,915,849

（うち一般正味財
産からの充当額）

10,000,000 10,000,000

181,516,791 29,213,628 13,875,011
特定資産
退職給付引当資産

40,838

当期減少額

小　計

前期末残高 当期増加額

92,615,471 0 40,838

基本財産定期預金

財務諸表に対する注記

(75,574,633) (17,000,000)

196,855,408

196,855,408

274,132,262

科目

特定資産
退職給付引当資産

合　計

289,430,041

(17,000,000) －

－

小　計 181,516,791

投資有価証券

当期末残高

基本財産

当期末残高

科目



4　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位：円)

5　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

経常収益への振替額
　基本財産受取利息

6　 関連当事者との取引はない。

7　 重要な後発事象はない。

附属明細書
１　基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産については、財務諸表の注記に記載している。

２　引当金の明細
　 (単位：円)

評価損益時　　価

12,238,940

19,851,189 2,851,189

144,718,354

2,515,755

89,587

合　計 132,479,414

第328回利付国債

80,3685,072,480

482,12430,434,880

種別及び銘柄 帳簿価額

第328回利付国債 4,992,112

第１４３回利付国債 15,000,000 17,515,755

0

科　目

退職給付引当金

891,000合計

第１４３回利付国債 17,000,000

891,000

30-1 浜松市公債 14,959,913 15,049,500

29,952,756

金　　額内　　容

賞与引当金

9,979,278

40,595,355

11,666,150

45,128,400

1,686,872

4,533,045

第132回利付国債

第152回利付国債

196,855,408

30,203,000

当期減少額

目的使用 その他
期首 当期増加額 期末残高

31,214,000 30,203,000 31,214,000 0

181,516,791 29,201,069 13,862,452


